
令和５年度第２回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和５年８月２２日（火） １０時００分～１１時３０分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者  前田会長、月舘副会長、附田委員、佐藤委員、工藤委員、 

        伊与部委員、田村委員、花田委員、鹿目委員、保坂委員、 

        久保委員 

 

４．欠 席 者  谷内委員、内澤委員、中村委員、中嶋委員、稲川委員 

 

５．事 務 局  坂岡経済部長、中村産業観光課長、石橋産業観光課長補佐、 

        松橋産業支援係長、鈴木主査、平主査 

 

６．開催概要 

◎第２回振興会議 

⑴ 前回までの会議の振り返り 

・事務局より説明（資料１） 

⑵ 検討事項の磨き上げ 

・事務局より説明（資料２、資料３） 

  



７．会議概要 

（１）前回までの会議の振り返り 質疑応答 

発 言 者 内  容 

前 田 会 長 それでは、次第に従いまして、会議を進めさせていただき

ます。まず、案件１ 前回の会議の振り返りです。 

事務局より、説明をお願いします。 

事 務 局 （事務局より案件１について説明） 

前 田 会 長 只今事務局から皆さんからのご意見数名の方の説明があり

ました。これについてご意見、ご質問等ありますか。なけ

れば、自分が出した意見の修正でもよろしいです。 

久 保 委 員 私が出した意見だが、地元に帰ってくるシステムがあった

らいいと話をしていたが、このシステムを作ると言っても、

中小企業振興会議で話している２年の間で提言して、提言

した結果どうなるかというのが分かるシステムにもなって

なかったりもするし、これがずっと続いていくようにする

ために、そういう場所があったらいいかなと思っている。

例えば市役所に将来のことを考える課というのがあったり

するのか？そういう課とかを作ってもらって、そこでこう

いう将来に対する取り組みをしていくとかということを

２、３年先、４、５年先のことよりも４０年、５０年先のこ

とを考えて動けるような、考えることが出来るようなそう

いう場所があったらいいなと思った。なので、地元に帰っ

てくるシステムもそうだが、それも含めて色々意見してい

ただいていることとかも、ずっと続いて将来のことを考え

ていけるようなそういう場所が市役所の中にあったらいい

のではないかなという風に思った。 

前 田 会 長 只今久保委員の方から、自分が提言した意見の更に補足と

言うか、希望がありましたが、事務局どうお考えですか？ 

事 務 局 只今の意見を修正という風な形で捉えて、次回の会議に反

映させたいと思っているが、市役所の中の担当課等の扱い

については、提言の中でどのような扱いになるのか、あと

我々は経済部の中にあるが、組織づくりの方の今現在の担

当課というのはあまり合致する課っていうのはないのかな

とは思ってはいたので、その辺も含めて次回の会議に繋げ



ていくようにしたいと思う。 

前 田 会 長 ありがとうございました。その他、何かないですか。 

花 田 委 員 月舘委員の奨学金のサポートについて、県の方でこういう

風な制度があると、以前私も発言させていただいたが、で

きれば市の方でも用意していただければなという風に思っ

ていた。企業もその辺についての制度というかそのような

ことも考えたいなという風に思っていた。話は違うが、１

ヵ月ぐらい前に、UIJ ターンを目的とした企業説明という

か展示会みたいなものが東京であったのだが、行ってみて

やっぱり思ったのは、企業が PR を一生懸命やっても駄目だ

ということ。地域の PR が１番大きい要素である。特に I タ

ーンとかこの地に来て仕事をしたいという風な人は、企業

というよりもやはり地域がどういう地域なのかという風な

ところが知りたいという学生が結構多かったので、その辺

も参考にできればなあという風に思っていた。私どもの会

社に５年ぶりに高卒の子が１人来たのだが、実業高校でも

半数が進学であるとのこと。全く少ない中で地域の数十社

が取り合いみたいな感じになっている。やはり UIJ ターン

というようなところも意識しながらこれからやっていきた

いなという風にして企業側は思っているので、市としても

それと一緒になってやっていただけるような取組を考えて

いただければなという風にして思っていた。 

前 田 会 長 ありがとうございました。事務局お願いします。 

事 務 局 今、花田委員がおっしゃったように、企業の UIJ ターンの

会議の状況というのは、なかなか我々知ることが出来ない

ので、今のようなご意見は非常に重要だと思っている。そ

ういった状況を色々と教えていただければ非常に助かる。

やはり企業と学生、行政と学生というのでは入ってくる情

報のデータが全然違ってくると思うので、非常に有効な情

報だと思う。色々とまた教えていただければと思う。 

前 田 会 長 どうもありがとうございました。その他何かありませんか。 

佐 藤 委 員 先ほど奨学金サポート事業の話が合ったが、県庁に制度が

あるということで、事業再構築補助金は、県の方で昔よく

上乗せ補助金というのをやっていた。再構築補助金が通っ



てちゃんと報告まで行ったら県の方で 1/12 補助金を出し

ますよというやつ。確か借入金額が返還の 1/2 上限で県が

貸すとか負担するよという話だった。県の奨学金制度を利

用するのであれば、三沢市の方で、例えば 1/12 でもなんで

もいいので、上乗せするという仕組みがやりやすいのかな

という感じがする。あと事業承継は今日まさに新聞に載っ

ていたが、非常に大きな問題だと思う。中央会も含め、商工

会、会議所も含め、色々と重要だとやってはいるものの、な

かなか進まない。会社にいって事業承継やっていますかっ

と聞くと、いやいや俺まだ死なないから…という話とか、

そんな簡単にはいかない。例えば、息子さんが３人いると

かなるとまた非常に微妙な問題もあったりする。税金の問

題もあるし、そういう心の問題というかそういうこともあ

るので非常に難しいが、それを行政の方でも助けていただ

ければなと思っている。あとは中嶋委員の方で４ページの

方にあるが、三沢にはいい中小企業がたくさんあるという

ことだが、言葉の定義というのは皆で共有したいと思って

いて、皆が考えるいい中小企業は多分バラバラだと思う。

私たちが考えるいい中小企業もそうだし、学生さんが考え

るいい中小企業も何だろうなっていうことを思っていて、

そのミスマッチがあるといい中小企業があるよって言った

ところで進まないような気がする。あとは、保坂委員の最

後の方、三沢市の企業や団体の仕事を副業の一環としてや

ってもらうというのは九州の方だったかの町村でこういう

仕組みを使って非常に活性化しているという話も聞いたの

で、これはいい取組かなと思っていた。 

前 田 会 長 ありがとうございました。ただ今の意見に対して、事務局

何か補足等ございますか。 

事 務 局 まず最初に奨学金の関係については、県の方での取組に対

して、今現在三沢市内で参加されている企業がまだ少ない

ようだったので、その辺の周知徹底や市からのさらなる支

援が可能かっていう風な部分についても、教育委員会の方

とも連携しつつ進めていきたいとは考えているが、かなり

大きい問題なのでぜひ今回の提言等に組み入れていくべき



ではないかなと私どもも考えていた。あと事業承継関係が

東奥日報の方にちょっと前に載ったが、今青森県の予算で、

三沢市と弘前市、野辺地町の３自治体が空き家バンクの事

業承継バージョンみたいな形で動いている。他の地域から

の U ターンや三沢市に興味がある方等も見られるような形

で、WEB 上での紹介等を始めさせていただいた。+αで地元

の企業の方で事業承継に興味がある方の掘り起こしも一緒

に行う予定になっている。県の方の予算で動くことにはな

るが、事業承継に興味のある中小企業の方々の洗い出しと

三沢市の事業承継に興味のある他の地域の人たちとのマッ

チングという風な部分についても進めていきたいと思って

いる。データの洗い出し等も含めて今後に活用していきた

いと思っていた。 

前 田 会 長 ありがとうございました。その他ないでしょうか？大体無

いようでございますので、次に、案件２検討事項の磨き上

げについて、事務局からの説明ののち、委員の皆様からご

意見をいただきたいと思います。事務局より説明をお願い

いたします。 

事 務 局 （事務局より案件２について説明） 

前 田 会 長 ありがとうございました。ただ今事務局より案件２につい

て説明がありました。それぞれの課題に沿った提言に係る

施策の方向性について、各委員の皆さんから意見を伺いた

いと思います。３つ今申し上げましたけれども、それぞれ

１つずつやっていきたいと思います。まず資料３の６ペー

ジ、共通課題１に係る提言内容について、どのような取組

をしていったらよいのか、または何をしたらいいのか、皆

さんの意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

花 田 委 員 先ほども言ったが、UIJ ターンのところで、インターンシッ

プの受け入れについて。御社もそうだったが、受け入れと

いう形だけで、内容が全くない状態だった。先ほどお話し

た東京都でやった説明会の話で、私も知らなかったが、１

ヵ月とか夏休み中とか長期にわたって受け入れをしている

企業もあり、お金が発生するところもあるようだった。私



は分からなかったが、無給、有給とお金が発生してもいい

ということであった。あとアンケートの中に、受け入れを

する場合に、交通費は出るか、宿泊施設はあるか、給料は出

るかという風な項目があった。受け入れの反応が良かった

企業を聞いたら、やはりうちは出すという話の企業の方に

結構学生が群がっているという話だった。来年受け入れを

してみたいなと考えているが、１ヵ月は難しいにしても、

例えば２週間とか長期にわたってやってみたいと考えてい

る。私共は、建設業だが、建設業という枠に捕らわれない

で、働く意味とかそういったことを学生たちと共有しなが

ら、受け入れをしてみたいなという風に考えている。でき

ればその辺の色んな補助や助成というようなことも市の方

でも色々考えていただければなと思った。 

前 田 会 長 ありがとうございました。事務局の方から、今のご意見に

対しまして、何かありますか？ 

事 務 局 まず資料２と資料３の６ページを見比べていただければと

思うが、提言内容の②③という部分で、資料２の②③と連

動しているような状況に今現在なっている。先ほどからの

委員の方々の意見を聞いていたら、ここの部分で大きい問

題が３点あって、それが６ページ黄色い部分のインターン

シップの受け入れが１つ、ハローワーク三沢管内とそれ以

外の地域との連携による求人情報の発信、あとは奨学金の

返還支援の３つ。ハローワーク三沢の関係については、次

の２の人材育成、人材確保の方にも連動するので、今回③

の方に入れ込んでいたが、奨学金の方をこちらに入れ込ん

だ方がよいのかなという風にみていた。ただ今のインター

ンシップの受け入れ体制の部分で、企業さん側で負担する

旅費であったり、宿泊施設であったり、給料の支払いであ

ったりという風な部分を市側からの支援が何らかの部分で

出来ないかという風な部分も含め、提言という風な形で②

の方の高校卒業後の進学先確保、地元就職支援の部分でイ

ンターンシップの強化等をした方がいいのではないかとい

う風な内容になってきた方がいいのかなという風な印象を

今のお話で受けた。 



前 田 会 長 ありがとうございました。その他ないでしょうか？ 

保 坂 委 員 やはり私もインターンシップの受け入れ体制の整備という

のは非常に有効な打ち手だと思う。もちろんリアルで三沢

に来て中小企業の仕事を体験していただくというのももち

ろんだが、仮にあまりにも遠距離だが、非常に三沢の会社

に興味を持って下さっている学生さんももしからいるかも

しれないので、リアル、オンライン両面からこういったイ

ンターンシップの受け入れ体制ができるようになればいい

のではないか。もちろん企業そのものが発信していくとい

うのも重要だが、市の方でもそういった情報を集約して特

に県外大学と連携して、発信していったり、マッチングし

たりしていける、そういった事業もあればいいのかなとい

う風に思っている。 

前 田 会 長 ありがとうございました。その他、何かないでしょうか。 

鹿 目 委 員 こちらの１のテーマについては、高卒、大卒あとは中途採

用という点で、それぞれお三方分かれていくのかなと思う。

共通する部分ももちろんあるかと思うが、やっぱりちょっ

とずつ施策や情報発信する内容とかが変わってくるのかな

という風に考えている。特に高卒で定着して欲しいという、

ごくわずかな人数にアプローチしていくことにはなるとは

思うが、高卒採用は特にガイドラインが厳しいので、高校

生と企業が繋がるというのはすごく難しい。ルールに乗っ

取った情報発信が企業には求められるわけだが、やはりそ

れ以外の場面で地元の企業と学生が繋がるイベントだった

り、チャンスというのは、高校生にとってもすごく大事で

ある。たまたま先日ハローワークで開催された三沢地区の

企業説明会が、高校のイベントとかと重なって高校生達が

企業の説明を聞けていない。ハローワークが提供する機会

とあるいは三沢市が提供する機会があったら、少ない人数

に対してのアプローチにはどうしてもなってしまうかも知

れないが、企業についてより知ることができる、企業と人

について知ることができる機会になると思う。大卒の方に

は、やはりインターンシップなどの受け入れをしていくと

いうところが大事かなと思うが、インターンシップの内容



もどういうものが効果的なのか１つ１つの企業がそれぞれ

考えているとなかなか労力がかかる。ある程度テンプレー

トみたいなものを提供してさしあげたら企業もインターン

シップを受け入れてみようかなとかハードルが下がるのか

なという風に感じている。中途採用あるいは U ターンの方

には、三沢から出て就職して戻ってくる理由があると思う。

例えば親御さんの理由とか、ご家族の理由、ご実家の理由

などなど。そういったところに刺さるような情報発信をす

ることで戻ろうかなとか戻っても大丈夫かなというような

情報をキャッチしていけるかなと思うので、ちょっとそれ

ぞれ手数を揃えてそれぞれのターゲットに分けた施策展開

というか提案で構築してみたらいいのかなと考えている。 

前 田 会 長 ありがとうございました。ただ今の意見に対しまして、事

務局の方で何かあれば… 

事 務 局 本日所長は欠席されているが、先般のハローワーク三沢が

実施した企業説明会を私どもも見させていただいて、すご

く有難い取組だなという風に思っていた。これまで市内の

中小企業等で、高校生向けの求人しか出していなくて、県

内の短大や大学に対する求人をしていなかったところがあ

るそうだ。今回２点目のハローワーク三沢管内とそれ以外

の地域の連携という風な部分については、ハローワークの

県内全域的な連携が可能となれば、八戸地域の大学や青森

市、弘前市を含めた大学に対する求人情報の提供という部

分も可能になるかもしれない。他地域だとしても同じ県内

であれば三沢の企業に興味を示してくれる学生もいるかも

しれないので、高校生プラス地元の大学生向けにアプロー

チできればという風に思っている。インターンシップの関

係、奨学金の関係は、どちらかというと一旦中央の方の大

学に行かれた方々が戻ってくるシステムという風な形が望

ましいのかなという風に思っていた。 

前 田 会 長 ありがとうございました。まだまだ色々検討事項あります

けれども、共通課題１については、一旦ここまでとします。

次に７ページ、共通課題２の提言内容について、ご意見を

皆さんからお伺いしたいと思います。 



田 村 委 員 例えば２番の IT の推進ということで、最近様々DX だとか

いろんな IT 化とさらには横文字といったようなものが氾

濫をしている。恐らく事業者の方も従業員の方も社会一般

の方もどういうことなのかということに十分ついていけて

いない。時代の流れに順応できていないという場合がすご

く多いと思うので、その部分のサポートが必要である。更

に今どこの大学でもデータ分析とか AI 等が文系理系問わ

ず授業等に使われている。文部科学省の方もそういう風な

方向性ということを打ち出しているらしいが、IT 人材を将

来的に日本でも普及させていきましょうという中央省庁の

流れなのだと思う。IT とかの知識を用意している新卒大学

生が４、５年後増えるということが想像されるので、４、５

年先の状況を見据えた IT 化、あるいは企業の内部の受け皿

といったものを今のうちから整備をしていくということに

対する補助や支援を進めていくというのも非常に重要なの

ではないかなという風に考えている。うちの大学もインタ

ーシップという授業が一応授業として単位が付くというこ

とになっている。単位が付く授業ということでインターン

シップという授業を履修する生徒が２人いて、２パターン

ある。１人は非常に意識の高い、目的意識がはっきりして

いて、こういう業界に将来就きたいという方。もう１人は、

座学の授業ではないし、事前指導と事後指導を受けて、メ

インとなるところはインターンシップで会社の方で研修を

積み、簡単なレポートを出せば単位が来るし、単位が足り

ないので、再試験とかを受けなくても単位が来そうだから

という方。極端に分かれるというようなことに本学ではな

っているかと思う。特に大学の場合、単位が出るというこ

とになると大学の方でインターンシップをうちでやっても

いいですよっていうところを受け入れてそこに派遣しなけ

ればいけない。と言うのも個人で○○建設とか例えば花田

委員の方でインターンシップをさせてもらえることに口約

束でしてきたということになった場合は、単位として認め

られないということになっている。それはなぜかというと

学校から派遣をしたという形を取ると万が一作業中に事故



があったとき、保険が下りるという、そういうような感じ。

要は課外活動の一環なので、学生への傷害保険、損害保険、

１年生から４年生まで全員分入っているらしいが、アクシ

デントに備えて、保険の関係というのを本学でも課題とし

てクリアしなければいけないというようなことになってい

る。保険が関わってくるほどの危ない仕事がインターシッ

プに関わってくるということは、早々ないと思うが。ある

意味、本人の本当にそこの会社でインターシップをやりた

いとか行ってみたいって思わせるような情報発信っていう

のはすごく私も重要だと思う。あとは、特に目的意識の高

い女子学生によく見られる傾向だが、真面目過ぎるがゆえ

にインターンシップに行ったらそこの会社を受検して、そ

この会社に行かなければいけないのではないか、あるいは

インターンシップに行ったことによってそこの会社に入り

やすくなるための言ってしまえば事前選考も兼ねているの

ではないかと考えてしまう学生がいたりする。どうしても

職業体験とか働くことの意味を理解するというよりも就職

する、そこに行かなければいけないという強制観念みたい

なものが学生には結構あるようだ。なので、来なくてもい

いし、自由だということ、そこら辺の情報発信をしていく

ことも多様な学生を受け入れる、一入社員として受け入れ

るために重要なのではないかという風に感じている。 

前 田 会 長 ありがとうございました。その他、何かないでしょうか。 

保 坂 委 員 ポイントのところで IT 化の推進とそれに係る伴走型支援、

眠っている人材の掘り起こし、といったところがポイント

として挙げられているが、このポイントの部分が県庁でも

これに類する事業がもう既に動き出している。DX に関して

は DX 総合窓口の事業が今年度スタートしていた。眠ってい

る人材の掘り起こしというところでいうと、昨年は確か西

北県民局、今年に関しては県庁直々に女性向けのデジタル

マーケティング人材の育成支援というところがあるので、

県とダブってしまうと見ている側としてはどっちがいいの

か判断に迷うところでもある。せっかく事業として打ち出

したとしても県庁でもやっているじゃないかとかそういっ



たところで、重複感がちょっと出てしまうなというところ

がある。なので、例えばやるにしても県庁の事業に乗っか

るという形もありだと思うし、逆に県庁の事業とはこうい

う点が違うというところをアピールする必要がこの意見に

関してはあるのかなという風に思う。 

前 田 会 長 ありがとうございました。事務局から今の件に関しまして

何かありませんか。 

事 務 局 今県の方で、DX 関係色々と進めている情報は、こちらの方

でも掴んでいたし、市の方も DX を進めている最中でもあ

る。企業の方々の IT 化をどのように進めていくことをサポ

ートできるかという風な部分も含めて相対的に中小企業の

方々の経営向上に繋がるような形でやっていければという

風に思っていた。 

前 田 会 長 ありがとうございました。その他何かありませんか。 

附 田 委 員 学生さんが今後４、５年後 AI を武器に社会に出てくるわけ

だが、企業がそれに全く追いついていっていない状態であ

れば、会社に入っても自分の居場所がないとか成長が望め

ないとかそういったことが現実的に起きてしまうんじゃな

いかなと。今建設業も建設 DX とかいろんな推進をしている

が、なかなか設備投資の面とか人材不足の面とかで教育が

進んでいないのが現実である。しかし、学校の方では次々

とそういった人材を輩出してくるということは、そういっ

た受け皿が技術的な面で皆無だということになってくると

思うので、まずは学生さんを受け入れる体制、やはり社会

情勢の最先端のところまで考えて企業側の方は準備しなき

ゃいけないなという風に自分も強く感じている。なので、

色んな有効性を考える手段があるが、その前に企業が何を

やらなきゃいけないのかっていうのをピックアップしてい

って、そこから基礎的な部分、そういったものを支援して

いただければ非常にありがたいかなと思った。 

前 田 会 長 ありがとうございました。これに対して事務局何かありま

すか？ 

事 務 局 先ほどの高校生向けの企業説明会にしてもそうだし、イン

ターン関係もそうだが、やはり企業側と学生側のマッチン



グと言うか、お互いの意見を知ることが出来る場の構築と

いうのがすごく重要だと感じていて、高校生が何を求めて

いるのかとか大学生がどういうスキルを持っているのかと

いうような部分を企業側でも知る。企業側ではそういう風

な意見を取り入れて、どういう風に出来るかという風なこ

とを考えることができるという風になっていくと思ってい

たので、是非そういう風な構築等に支援等出来ればと思っ

ていた。 

前 田 会 長 ありがとうございました。新聞紙上にも主催者がいろいろ

あるんですが、青森市、八戸市、弘前市でマッチングフェア

をよくやっているというのを新聞でもよく見ます。従いま

して、企業側、学校の生徒達も含めまして、もちろんこれは

地域の商工行政にも関係あるかと思いますので、その辺を

含めまして、ちょうど商工会の理事がいらっしゃるので、

月舘さんお願いします。 

月 舘 委 員 対局的な話になるが、三沢市中小企業振興会議においては、

大項目１若年者への UIJ ターン促進と２人材育成、確保、

地元企業の基盤維持というのを提言として、挙げてきたわ

けだが、ここで今一度これだけ人材不足が全国的に叫ばれ

る中なので、やっぱり県外の学生等に向けた具体的な方向

性として、いわゆる三沢市ならではの特異性のある、ただ

地域との差別化じゃないが、今一度そういった助成制度と

いうかそれらはやっぱり大きな三沢に行って働きたいなと

魅力に繋がるものだと思うので、その辺も少し今一度検討

した方が良いのかなと思っていた。具体的には、先ほど話

に出ていたけれどもいわゆる奨学金返還をとりあえず前向

きに三沢市の方からはお答えいただいたが、いわゆる県が

主体で実施している助成制度だから、それに加えて三沢市

はさらに奨学金の助成があるよということではないのか？

その辺、一応大きな県外学生にとっては大きなファクター

になるんじゃないかなと思うので、そういった要素等々を

検討し、いわゆる三沢市ならではの魅力というか三沢市で

働きたいな、それはすなわち定住ということにもなろうか

と思うので、まずは一応仕事をするは当然ながら人材確保



もそうだが、定住というのも視野に入れて検討していかな

ければならないと私は思うので、その辺の地域としてのそ

の他地域との差別化じゃないが、そういった特異性をもう

少し検討した方がいいのかなと思うところである。 

前 田 会 長 ありがとうございました。事務局今の意見に関しまして、

何かありますか？ 

事 務 局 先ほども申し上げたが、奨学金の返還に関するニーズは、

やはり高くなってきていたので、ぜひ三沢市の方でも県だ

けに任せるのではなく、三沢市の魅力をアップするために

も支援していけるように私どもの方からも働きかけをして

いきたいと思っている。  

前 田 会 長 ありがとうございました。工藤委員お願いします。 

工 藤 委 員 情報提供になるが、高卒の募集ということで、今年は９月

１日から９月 15 日までの期間となっている。うちの方では

８月の初めあたり、三沢商業の方から１人、職場見学とい

う形で 30 分程度私と面談をしたり、様々な業務内容につい

て説明をした。情報だが、一応報告しておく。それと２の⑥

について。前から色々お話がある事業承継だが、事業承継

といえば大体準備段階も踏まえて５年から 10 年の期間が

必要になってくると思う。事業承継の種類も親族とか役員

とか従業員の承継とかあとはＭ＆Ａ等による社外の引継ぎ

など多岐にわたっている。早期かつ計画的な事業承継を促

進することで、事業を断念することがないようにサポート

する必要があるということで、うちの方では今事業承継の

診断シートを記入してもらって事業承継の検討とかそうい

う風な形で指導している。ちなみに２年前にうちの方の２

階で事業承継のセミナーをやっているが、三沢市以外でも

来ていたが、大体１５ぐらいの企業が来ていた。今青森県

の事業承継ネットワークの機関、構成機関っていうのは３

３機関あるので、そちらの機関も利用して事業承継につい

て推進したいと思う。 

前 田 会 長 ありがとうございました。この件に関して、事務局何かあ

りますか。 

事 務 局 事業承継の関係については、我々も県であったり様々な団



体等からの情報を提供していただきながら進めていきた

い。できればこういう風な形で、色んな講義等に参加して

いただいて、事業承継が自分のところではもう無理だと諦

めるのではなく、そういう風なシステムだったり、違う人

の方に承継させるという風なのも可能なんだという風な部

分を知っていただくためにも周知活動等も含めてやってい

きたいと思っている。 

前 田 会 長 ありがとうございました。もう一方、伊与部さんお願いし

ます。 

伊 与 部 委 員 保証協会の方で例えば企業さん側にどういった支援ができ

るのかなという風に見ていたが、その中で提言内容の２番

のところで、７ページのポイントとして挙げられている４

つ目の働きやすい職場環境づくりというところだが、この

辺、なかなか働きやすい職場って抽象的で分かりづらいの

かなというところがある。やっぱりそこで働いている職員

だとか上司の方とその部下との中で、色々な職場環境づく

りというのでとても大変なところじゃないかなと思う。う

ちの方でも県の方と連携した形で経営支援という形もある

ので、もしそういったところでご相談とかあれば、うちの

方にご相談いただければなという風に思う。 

前 田 会 長 ありがとうございました。共通課題２については、一旦こ

こまでといたします。次に８ページを開いてください。８

ページ共通課題３といたしまして、その他の課題（物価高

騰対策等）とあります。ここの件に関しまして、各委員より

また意見を頂戴したいと思います。 

保 坂 委 員 原油価格、物価高の高騰に対して、補助事業の経費って非

常に増大傾向、このあと人件費、最低賃金も上がるので、そ

ういったところのサポートというのは非常に喫緊に迫って

いるのではないかなという風に思う。国とか県とかでの補

助金ももちろんあるが、先ほどの奨学金の話ではないが、

そういった制度への上乗せなどもご検討いただければなと

いう風に思っている。 

前 田 会 長 ありがとうございました。事務局何かないですか。その他

何かありませんか。 



花 田 委 員 今現在、リフォームの方の状況ってどうなっているのか知

りたかった。１年前は、確かもう枠が無くて限度額を下げ

たっていう話が合ったが、その辺の状況を聞きたいなと思

っていた。まだまだ私どもへの問い合わせも結構あるので、

お客さんにしてみると私ども取り扱っているお店にしてみ

ると下がったと言いながらもお客さんにしてみるとまずお

金が付くという風なところの感覚が多いのかもしれない。 

前 田 会 長 事務局お願いします。 

事 務 局 まずこれまでの予算決算等の推移からだが、住宅リフォー

ム事業が以前は空き店舗とか空家の取り壊しとかも入って

いたが、建物リフォーム事業だけで考えると基本的にはず

っと予算額が事務費も入れて 2,500 万円程度でずっと推移

してきている。そのうち令和元年は 11 月、令和 2 年は 9 月、

令和 3 年は 8 月で予算が枯渇してしまっていて、予算が足

りない状況でリフォームしたくてもやれないとか予算がな

いから違うところに頼んじゃったとかという風なのが結構

あった。これまで予算額が 2,500 万円で上限額が 20 万円で

推移してきていたので、昨年度それを 10 万円に引き下げて

実施したところ、予算が逆に使いきれなくて余ってしまっ

たという風な状況になっている。ただ、その関係で工事全

体として、少なくなったのかというとそうではなくて、補

助金の金額ではなく、工事費の方で見ると令和 2 年がトー

タルで 2 億 9 千万、令和 3 年度が 3 億 2 千万、昨年度 10 万

円に落としたが、3 億 5 千万ということで、工事金額自体は

伸びている。ただ残金も生じてしまったということがある

ので、昨年度の年度末の会議の際に前部長の方からお話が

あったとは思うが、昨年度の実績と今年度の状況を踏まえ

て物価高騰等もあるので、10 万円から引き上げるという風

な部分について、検討させていただきたいという風なこと

でお答えさせていただいていた。昨年度令和 4 年度も同じ

ように 20万円で支給していたとすると実はもう 7月ぐらい

で予算が枯渇してしまうような状況でもあった。なので、

予算を増額できれば１番よいが、これまでの経緯からする

と 2,500 万円を上げていくっていうのはなかなか難しく



て、もちろん増額の要望はしたいとは思っているが、もし

それが叶わないとしても今までみたいに 10 万円の状態に

しておいて、予算を余すというのはやはり問題があるだろ

うという風に考えていたので、どの程度まで引き上げれる

かという風な部分も含めて検討したいと思っている 

前 田 会 長 ありがとうございました。建設関係附田さんお願いします。 

附 田 委 員 住宅リフォームに関しては、確かに件数は増えているとは

思うが、お客さんの予算が足りなくてできないっていう方

が結構いらっしゃる。新築はほぼ不可能な状態で、大手の

有名な S さんとか D さんとかというと坪当たり 120 万を超

えている状況で、それを補っているのが中小の我々建設業

者。建築するが、1 坪 80 万から 100 万くらいの範囲でなけ

れば新築が成り立たない。便乗値上げしている専門業者も

いるので、現実問題として労務費の上昇が非常に大きい。

専門業者がまずいないので、あちこちから連れてこなけれ

ばいけないとかもう請け負った業者さんが損をするような

そんな状況に今なっているところ。お客さんにしてもリフ

ォーム業者、建築業者を適正なところを探すっていうのも

非常に大変な状況なのかなと。かと言って大手に走ってし

まうと 50 坪のところを建てたいんだけれども 30 坪になっ

ちゃうとかそういった状況である。 

前 田 会 長 ということが現状の説明でございました。私の知っている

範囲では非常に建設資材も上がっているし、工賃も上がっ

ている。これは皆さんご承知のとおりだと思う。地元の人

たちがリフォームするお客さんのところに行って話をする

と、市でやっている助成金が掛からない大手の人が来て、

10 万円やそこらだったら、うちは 20 万値引きするからう

ちでやらせてくれって営業マンが走って歩いている。見て

いるとおり看板等々にも足場がかかった看板等々にも大手

の看板が非常に目につくようになった。それではせっかく

三沢でやっている 10 万円の意味がなくなってしまう。お金

を余すという状況もあるので、ぜひ来年度からはこういう

考えもあるので、是非検討してもらって再考してもらえれ

ばと思う。経済部長さん何か一言お願いします。 



坂 岡 部 長 行政としましては、先ほど課長が申したように、まずは今

R4、R5 と 10 万円に下げた後の実績が出る。確かに状況的に

は 5 年度も残が出そうな感じであるが、20 万でやっていた

ときは数ヶ月で打ち切りとなっている。要するに 0 か 100

かっていう状況はやはり作りたくない。得した方、損とい

うわけではないが、全くもらえなかった方というその不公

平感は絶対生み出してはいけないと思っている。なので、

この２年間の実績とこれまでの実績をいろいろ検討してさ

らに今おっしゃられた物価高騰、資材も上がっているので、

そういったのも加味して色々と今後に検討していきたいと

思っている。 

前 田 会 長 ありがとうございました。これからの検討課題ということ

で、きっと来年度はいい報告が出てくると思いますし、最

後に決まる金額って議会で決まるものですから是非皆さん

の意見も議会の方にも反映させてもらえれば通るのかなと

思っていますので、よろしくお願いします。次に中小企業

へ引き続き行政からの経済支援、何かありますか？ 

久 保 委 員 助成金だが、創業支援金っていうのがあって今年もう締め

切ったのか？創業したい方って結構いらっしゃるような気

がしていて、三沢で創業できますっていうことが多くでき

れば、三沢で会社が作られる、そこで雇用される方がいる

とかってなれば人口増加に少しでも役に立つのかもしれな

いなと思っていて、創業できるまち三沢とかっていう感じ

になっていけばいいのではないかなって。創業する方を応

援する仕組みがもうちょっとあったらいいのかもしれない

なと思った。 

前 田 会 長 ありがとうございました。なんか支援事業ってあるんでし

ょうか。 

事 務 局 先ほどリフォームのところでも少し申し上げた、空き店舗

補助金についても含めた形で、昨年度から起業化補助金と

いうことで、起業される方々に対する助成を行っている。

実際にかかる経費のうち補助対象経費の 3分の 2上限で 100

万円を交付するという事業になっている。そちらの 100 万

円を基に新たに事業を始めていただいて、ただ始めるにあ



たってはただ単に自分の思いだけでやるということではな

くて 21 あおもりとか商工会の方でやっている起業化にあ

たってのある程度のどういうふうな形で起業するのかって

いう風な部分のたたき上げを踏まえた上で起業される方に

対する助成という風にやっていた。予算額が 800 万円で今

年度も 8 事業者の支援を行ったところだが、空き店舗を含

めた形になったので新しく空き店舗を活用しようが、倉庫

みたいなところを活用しようが新しく店をやるという風な

場合には、支援できるので人気が高くなっていた。こちら

はぜひ増額してでも支援していくべきではないかという風

に私共は思っていたので、増額に向けて今後予算取りを頑

張っていきたいと思っていた。 

前 田 会 長 ありがとうございました。久保さん、支援を一生懸命やっ

ているとのことですけれども。 

久 保 委 員 大学生とかはあるので、学生起業とかっていう話が出来る

ようになれば地元にも残るとか、高校生が起業するのもあ

ってもいいかもしれなくて、そういうことがあれば地元に

残る人も多くなるかもしれないなって思った。 

前 田 会 長 その他ないでしょうか？ 

月 舘 委 員 今日出席の委員の中には、商工会がいらっしゃらないので、

私が代わって…先般三沢市からの委託を受けて商工会がこ

れから実施するが、昨年までも実施してきたプレミアム商

品券の事業、いわゆる昨年秋からの原油高、物価高騰等に

呼応したという意味も含めてだと思うが、多くは国からの

助成もあって、三沢市は独自に 50％のプレミアム率という

ことで、非常に昨年実施しても非常に好評を得ていたわけ

である。もちろん消費者層にとっては、大変補助あるいは

助成という生活支援という観点から非常に助かるという意

見やお声が多くて、こんなの無駄だよっていう声は、私自

身はひとつも聞いたことはない。なので、今後、国の助成が

どうなるか分からないが、引き続き提言の中には、生活支

援はいわゆる地元企業への支援にもなると思うので、それ

をまた継続的に三沢市行政単位でもいいので、できる限り

の生活支援っていうのを今後検討いただけないのかってい



う意見である。 

前 田 委 員 ありがとうございました。商工会からのお願いでしたけれ

ども、よろしくお願いしたいと思います。それから、原油価

格・物価高騰により影響を受けた中小企業へのサポート体

制の構築とありますが、今市役所ではこれをどういう風に

考えていたでしょうか。 

坂 岡 部 長 今、原油価格、物価高騰の影響を受け、中小企業に限らず、

色んな企業へのサポートというところでは、今、月舘委員

がおっしゃったプレミアム商品券、これに集中して投資し

た。先ほど月舘委員がおっしゃったように市の単独事業を

さらに投入してということであればできなくはないんだろ

うが、現状であれば色んな予算を工面して今プレミアム商

品券もさらに市の事業を上乗せして 50％というのを作成し

たところなので、今年度のところはこれでまずは今のとこ

ろ予定通りかなと思っている。次年度に向けてまた市の単

独費もということでしたので、それはそれで承って次年度

以降また検討させていただきたい。 

前 田 会 長 ありがとうございました。商工会と連携してやっていると

のことですので、ご理解をお願いいたします。その他ない

でしょうか。 

鹿 目 委 員 ２の人材育成のところで１つだけ発言させていただきたい

ことがあって、先ほど附田委員の方から若い子たちは外に

出てインプットがしっかりできた状態で戻ってくる、それ

の受け皿が…という発言があったが、テクニック的なとこ

ろが若い子たちの方がかなり進んでいるなって感覚論にな

るが、そういったところがある。傾向としてやはり組織で

働くうえでコミュニケーションだったり人との関わり方っ

ていうところがちょっと欠けている。私たちの世代にあっ

た飲みニケーションという言葉がなくなっているような時

代なので、なかなか私たちがどう若い子たちに関わってい

くのかあるいは若い子たちが組織で働くうえで組織の皆さ

んにどういうアプローチをしなければならないのか等々、

人との関わりという点で少しセミナーだとか研修を通じて

若い子たちにインプットしてあげたいなという思いがとて



もある。そういったところを人材育成事業の中に含めてい

ただくようなテクニカルな部分とそれを扱う人間としてと

いう部分の両輪で人を育てるという施策を展開していただ

きたいなという風にすごく日頃から感じている。また、今

の子たちＺ世代と言うが、Ｚ世代をどう扱うかと言ったら

言葉があれかもしれないが、そこをどうマネジメントして

いくかというのは、やはり企業の管理職だったり、経営者

の方の課題かなという風に思うので、そこも抱き合わせて

施策を展開していただけたらいいのではないかなという風

に考えている。補足である。 

前 田 会 長 ありがとうございました。事務局の方でもしっかり聞いた

と思うのでよろしくお願いしたいと思います。それでは課

題３の方はある程度これで終わりですけれども、皆さんに

総合的にもう１回１、２、３について、ご意見があれば伺い

たいと思います。 

佐 藤 委 員 ２．人材育成とか確保の部分で UIJ ターンというのは結局

日本の人が移動するってことを考えるとゼロ産なのでどっ

かが増えればどっかが減るというだけの話と言ってしまっ

たらあれだが…提言に盛り込む必要はないが、今単純労働

に関しては外国人技能実習生というのが非常に使われてい

て、協同組合を組織してそこで受入国日本でフィリピンと

かベトナムとかそういう人材を受け入れて青森県だったら

八戸市が一番多くて水産加工とか農作業、あと建設業も入

ってるが、これが今議論になっていて 10 月ぐらいにこの実

習生っていう制度がどうなるのかっていうのが議論になっ

ていて、特定技能制度、単純労働ではなくて、外国人が労働

者として受け入れるっていう制度を強化するという方向に

今国がなるんじゃないかという風に言われていた。それが

叶えると特定技能の外国人を受け入れるっていうのも三沢

市さんの方で色々考えてもいいのかなと言う感じがしてい

る。三沢市は外国人に関しては非常に先験的というか受け

入れやすい土壌にあると思うので、特定技能の外国人の方

を受け入れるという感じの仕組みづくりというか考えてい

ただければなと思っている。ただ、特定技能は労働者なの



で最低賃金に引っ張られるということを考えると青森県は

どうしても弱い立場にあるっていうのは変わらないが、そ

ういうところも人材の確保という意味では特定技能の人を

考えるということをやっていただければなと思っている。

あとはプレミアム商品券に関しては八戸市がデジタル決裁

でやるっていう話をしていて、まだやってないので、八戸

市さんからも結果を聞きたいと思っている。これは、使っ

たところが瞬時にわかるということがあってデジタルの強

さっていうのを活かそうとしてるのかなって思っている。

導入に関しては、費用とかもすごい掛かって大変だと思う

が、行政も集計とかいろんなことのコストが減ると思うの

で、このデジタル化というのは考えていただければなと思

っている。三沢市でやっているこういう会議っていうのは

八戸市もやっていて、来週八戸市の方で２回目の会議があ

って私も出るが、そういう話を聞いて情報共有しながらい

きたいと思っていた。 

前 田 会 長 ありがとうございました。その他、全体的にないでしょう

か。 

保 坂 委 員 今日の会議の感想的な話になってしまうが、人材確保にし

ろ事業承継にしろ働き方改革だとか人材採用、インターン

シップの件、全てにおいて共通して言えるのがまず自社が

例えば５年後、１０年後どうありたいか、どういう事業を

していきたいか、あとは三沢市自体がどうやって例えば若

い人を入れていきたいかどうかとか、そういった考えを発

信していくというのが非常に重要になってくるのかなとい

う風に思っている。企業の中にはこういうふうに将来考え

てはいるんだけどそれをなかなか表に出せない、表に出す

出し方が分からないという企業さんも多分いらっしゃると

思うので、そこを自治体なのか商工会なのか若しくは金融

機関なのか、そういったところをうまく拾い上げてこうい

う制度があるんだよっていうところに繋げてもらえると三

沢市内の中小企業が今後発展していくための１番ベースに

なるのかなという風に感じた。 

前 田 会 長 ありがとうございました。その他ありませんでしょうか。



ないようであれば今皆さんから色々な意見をたくさんいた

だきました。これで一応案件１、２、３終わりましたけど

も、この貴重なご意見は次回の９月に事務局の方でまとめ

てまた出して、そして、市長に対する提言を出していただ

くための９月の会議がありますので、またお願いします。

今日の総まとめといたしまして経済部長の坂岡部長さんか

ら今日の総評お願いします。 

坂 岡 部 長 長い時間になりましたが、ご協力大変ありがとうございま

した。私らが気付かないところのご意見や現場のお話がさ

まざま聞けたなと感じている。会長も言われたが、これは

また市長への答申に向けて、さらにもう１回まとめて、皆

さんにお諮りして、最終的にはまとめて出したいと思って

いる。まだまだご意見がある方もいらっしゃると思うので、

今後においてもまた連絡等いただければそれも加味して

色々と考えていきたいと思っているので、今後ともよろし

くお願いいたします。 

前 田 会 長 ありがとうございました。本件の会議はこれにて、終了い

たします。次回９月にやる予定ですので、日程が決まり次

第、皆さんにまたご案内申し上げます。是非皆さんご出席

のほど、よろしくお願いしまして、本日はまことにありが

とうございました。 

 


